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安心かつ正確な治療を提供ー不整脈治療についてー

心臓の脈拍が異常に速くなったり、遅くなったりする状態を指す不整脈。不整脈には様々な種類が存在し、自覚症

状を伴わない不整脈もありますが、不整脈を生じると動悸、息切れなどの自覚症状の出現や、失神や心不全の合

併、中には突然死に至るものもあります。生命に関わる事態を予防するためには、適切な診断、治療が必要です。

「tsumugu」について
アンケートにご協力ください。
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通常の治療で治療困難である難治性心房細動の患者さんへは、ExTRa Mappingという特殊なシステムを用いた治療

を行うことにより心房細動を停止させ、脳梗塞予防、心不全への進行を抑制させるよう努めています。当院ではExTRa

Mappingを再発患者さんに使用しており、現在、年間5-10件程度の使用実績となっています。当院のアブレーション治

療は最新の装置、設備も用いながら、患者さんに合わせた治療を行っています。不整脈でお困りの患者さんがいらっしゃ

いましたら、当院循環器内科へご紹介ください。

デバイス治療

94人

うち

22件

当院の心房細動アブレーション治療の特徴として、従来のカテーテル治療だけでなく、レーザーバルーンという本邦で新

しく認可されたシステムによる治療も積極的に行っています。レーザーバルーンは、内視鏡を用いることにより肺静脈の

中を見ることが出来るため、治療部位を直接見ながら決めることが出来ます。当院では2022年5月より導入しており、

2022年度(2022年5月～2023年3月まで)は45件の治療を行っています。また、当院吉澤医師が前任地で行った24

件の患者さんの術後1年の成績では、90%を超える洞調律維持の成績が得られています。

公式ホームページ

徐脈とは具体的には1分間あたり50回以下の脈(心拍数)が遅くなっている状態を指します。ふらつき、めまい、失神(一

時的に意識が無くなる)といった有症状の患者さんに対してはペースメーカという箱型の機械を皮下に埋め込み、静脈か

ら心臓へリードと呼ばれる電線を挿入し、リードを機械と接続し電気刺激にて心拍数を維持する治療です。以前はペース

メーカ留置後には核磁気共鳴装置(MRI)の撮像は不可能でしたが、現在、当院にて採用している機器は、ほぼMRI対

応機種としており、待機的なMRI撮像は可能となっています。(撮像時にペースメーカを特別な設定に変更する必要が有

るため、緊急時にはMRI撮影は出来ません)ペースメーカそのものの大きさも徐々に小さくなっており、メーカーや機種

にもよりますが、現在は、縦約4-6cm、横約4-5cm程度です。当院では新規植え込み、電池交換を合わせて毎年100

件程度のペースメーカ手術を行っており、8割以上は新規埋め込み手術になります。

徐脈性不整脈

また、当院では一部の適応となる方へはリードレスペースメーカというカプセル型のペースメーカの埋め込みも行ってい

ます。心房細動が続いている方や、一部透析中の方が適応となります。大きさは直径2cm程度であり、重さも1.75gと軽

量化されていますが、電池寿命も一般のペースメーカとほぼ変わりません。心臓へ直接埋め込むため、胸に傷が無く、感

染の心配も少ないと言われています。当院では年間5-10件程度のリードレスペースメーカの手術を行っています。

頻脈とは具体的には1分間あたり100回以上の脈(心拍数)が速くなっている状態を指します。突然死を来すような疾患

に関しては埋込み型除細動器(ICD)というペースメーカと似た形状の機械を皮下に埋め込み、不整脈の出現を365日

24時間監視し、不整脈発生時には機械から速やかに電気刺激や電気ショックで停止させます。メーカーや機種にもよ

りますが、ICDの大きさは縦約7.5-8cm、横約5-6cm程度であり、ペースメーカと比較してやや大きめです。 当院で

は低左心機能の方に行う両心室ペーシングと合わせて年間10件程度の手術を行っています。

頻脈性不整脈

失神時に頭部に外傷を負う、または、原因不明の脳梗塞で心房細

動に伴うものが疑われている方など、症状出現時に心電図が確認

できておらず、ペースメーカやカテーテルアブレーション、お薬によ

る治療の適応となるかどうか判断ができない患者さんへは左胸に

埋込み型心臓モニター(ICM)の埋め込みもお勧めしています。大

きさは機種によって異なりますが、縦49mm×横9.4mm×厚さ

3.1mm程度と非常にコンパクトになっており、左胸に埋め込んでも

ほとんど目立ちません。

不整脈の検出

カテーテルアブレーション治療

頻脈発作が出現し持続してしまう患者さんが適応になります。その原因は様々ですが、頻脈による動悸は、持続すると心

不全の原因になったり、心房細動が原因の場合には脳梗塞を起こしたりします。そのため、お薬で脈を正常化させたり、

脳梗塞予防の治療が必要になったりします。また、頻脈性不整脈に対しては、お薬による治療だけでなく、カテーテルアブ

レーションが有効である可能性があります。カテーテルアブレーションによる治療は日本の高齢化により、心房細動がそ

の内の8割を超えると言われています。心房細動の患者さんは、2030年には100万人を超えると推定されています。当

院では、心房細動に対する治療を中心に、その他の頻脈性不整脈に対しても積極的に治療を行っています。また、心房

細動に対するアブレーション後、術後3ヶ月、1年後、2年後、3年後と24時間心電図を施行し、再発の有無を確認してい

ます。

レーザーバルーン

ExTRa Mapping
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カテーテルアブレーション手術実績

相模原協同病院 TEL：042-761-6020（代）へご連絡ください。


